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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の第１電極と複数の第２電極とが交差する各位置に発光領域を有する有機ＥＬディ
スプレイパネルであって、
　複数の発光領域を有する基板と、
　前記基板の前記発光領域以外の領域に形成された絶縁層と、
　前記基板の前記発光領域上の第１電極と、
　前記第１電極上の有機発光層と、
　前記有機発光層上の第２電極と、
　隣接する前記第２電極の間に形成されて前記第２電極同士を電気的に絶縁する電気絶縁
隔壁と、
　前記電気絶縁隔壁の間であって、かつ、前記発光領域の周辺に形成されて前記第２電極
の１つに電気的に接続された補助電極と、を含み、
　前記電気絶縁隔壁は、前記補助電極の間の前記絶縁層上に形成されることを特徴とする
有機ＥＬディスプレイパネル。
【請求項２】
　前記第２電極と前記補助電極とは、前記発光領域の縁の周辺で電気的に接続されること
を特徴とする請求項１記載の有機ＥＬディスプレイパネル。
【請求項３】
　前記補助電極は、前記第２電極の抵抗を低減することを特徴とする請求項１記載の有機
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ＥＬディスプレイパネル。
【請求項４】
　前記補助電極は、Ｃｒ、Ａｌ、Ａｕ、Ｗ、Ｃｕ、Ｎｉ、Ａｇから選択された材料により
形成されることを特徴とする請求項１記載の有機ＥＬディスプレイパネル。
【請求項５】
　前記補助電極は、前記絶縁層の上に形成されることを特徴とする請求項１記載の有機Ｅ
Ｌディスプレイパネル。
【請求項６】
　複数の第１電極と複数の第２電極とが交差する各位置に発光領域を有する有機ＥＬディ
スプレイパネルであって、
　複数の発光領域を有する基板と、
　前記基板の前記発光領域以外の領域に形成された絶縁層と、
　前記基板の発光領域上の第１電極と、
　前記第１電極の一側面に電気的に接続された第１補助電極と、
　前記第１電極上の有機発光層と、
　前記有機発光層上の第２電極と、
　隣接する前記第２電極の間に形成されて前記第２電極同士を電気的に絶縁する電気絶縁
隔壁と、
　前記電気絶縁隔壁の間であって、かつ、前記発光領域の周辺に形成されて前記第２電極
の１つに電気的に接続された第２補助電極と、を含み、
　前記電気絶縁隔壁は、前記第２補助電極の間の前記絶縁層上に形成されることを特徴と
する有機ＥＬディスプレイパネル。
【請求項７】
　前記第２電極と前記第２補助電極とは、前記発光領域の縁の周辺で電気的に接続される
ことを特徴とする請求項６記載の有機ＥＬディスプレイパネル。
【請求項８】
　前記第１、第２補助電極は、前記第１、第２電極の抵抗を低減することを特徴とする請
求項６記載の有機ＥＬディスプレイパネル。
【請求項９】
　前記第１、第２補助電極は、Ｃｒ、Ａｌ、Ａｕ、Ｗ、Ｃｕ、Ｎｉ、Ａｇから選択された
材料により形成されることを特徴とする請求項６記載の有機ＥＬディスプレイパネル。
【請求項１０】
　前記第２補助電極は、前記絶縁層の上に形成されることを特徴とする請求項６記載の有
機ＥＬディスプレイパネル。
【請求項１１】
　複数の第１電極と複数の第２電極とが交差する各位置に発光領域を有する有機ＥＬディ
スプレイパネルの製造方法であって、
　透明基板上に所定の間隔を有する複数の第１電極を形成する工程と、
　前記発光領域以外の領域に絶縁層を形成する工程と、
　前記絶縁層上に第２補助電極を形成する工程と、
　前記絶縁層上の隣接する前記発光領域の間に前記第１電極に直交する方向に電気絶縁隔
壁を形成する工程と、
　シャドーマスクを用いて、それぞれの前記発光領域に有機発光層を形成する工程と、
　前記有機発光層を含む全面に電極材料を蒸着して、前記第２補助電極に電気的に接続さ
れた複数の第２電極を形成する工程と、
　前記第２電極を含む全面に保護膜を形成する工程と、
を含むことを特徴とする有機ＥＬディスプレイパネルの製造方法。
【請求項１２】
　前記複数の第１電極を形成する工程は、さらに、前記第１電極の側面に電気的に接続さ
れた第１補助電極を形成するステップを含むことを特徴とする請求項１１記載の有機ＥＬ
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ディスプレイパネルの製造方法。
【請求項１３】
　前記第２補助電極は、前記発光領域の縁の周辺に突出部を有して形成され、それによっ
て前記第２電極に電気的に接続されることを特徴とする請求項１１記載の有機ＥＬディス
プレイパネルの製造方法。
【請求項１４】
　前記第１、第２補助電極は、Ｃｒ、Ａｌ、Ａｕ、Ｗ、Ｃｕ、Ｎｉ、Ａｇから選択された
材料により形成されることを特徴とする請求項１１記載の有機ＥＬディスプレイパネルの
製造方法。
【請求項１５】
　前記電気絶縁隔壁を形成する工程は、
　隣接する前記発光領域の間に前記第１電極に直交する方向にバッファ層を形成するステ
ップと、
　前記バッファ層上に電気絶縁隔壁を形成するステップと、
を含むことを特徴とする請求項１１記載の有機ＥＬディスプレイパネルの製造方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はディスプレイパネルに関し、特に有機ＥＬディスプレイパネル及びその製造方
法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、表示装置の大型化に伴い、占有空間の小さい平板ディスプレイパネルへの要求が
増大しているが、このような平板ディスプレイパネルの一つとして、有機ＥＬディスプレ
イパネルが注目されている。有機ＥＬディスプレイパネルは、非常に薄く、マトリックス
形式でアドレッシングでき、１５Ｖ以下の低電圧で駆動可能であるという長所を有する。
【０００３】
　このような有機ＥＬディスプレイパネルの製造において、フルカラーを実現するには様
々な方法があるが、その中で最も発光効率が優れているのはシャドーマスクを用いる方法
である。
【０００４】
　図４は、一般的な有機ＥＬディスプレイパネルの製造工程を示す断面図であり、図５は
、図４に示す製造工程で使用されるシャドーマスクを示す平面図である。図４及び図５に
示すように、透明基板１上に透明な第１電極２を形成し、その上に隔壁（図示せず）を形
成した後、図５に示すシャドーマスク４を用いて赤色有機発光層３－１、緑色有機発光層
３－２、青色有機発光層３－３を順次形成する。
【０００５】
　次いで、全面に第２電極材料を蒸着して発光領域に第２電極を形成することにより、フ
ルカラー有機ＥＬディスプレイパネルを製造する。ここで、第１電極は陽極であり、第２
電極は陰極である。
【０００６】
　しかし、このような方法で製作された有機ＥＬディスプレイパネルは、第２電極（陰極
）ラインの抵抗により電力が浪費されて効率が低下する。
【０００７】
　このような効率の低下を克服するためには、第２電極ラインを一定の厚さ以上に形成し
なければならないが、上記の方法では一定の厚さ以上の第２電極ラインを形成し難い。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　本発明の目的は、電極ラインの抵抗を低減して効率を向上させた有機ＥＬディスプレイ
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パネル及びその製造方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記目的を達成するため、本発明に係る有機ＥＬディスプレイパネルは、複数の第１電
極と複数の第２電極とが交差する各位置に発光領域を有する有機ＥＬディスプレイパネル
であって、複数の発光領域を有する基板と、前記基板の前記発光領域以外の領域に形成さ
れた絶縁層と、前記基板の前記発光領域上の第１電極と、前記第１電極上の有機発光層と
、前記有機発光層上の第２電極と、隣接する前記第２電極の間に形成されて前記第２電極
同士を電気的に絶縁する電気絶縁隔壁と、前記電気絶縁隔壁の間であって、かつ、前記発
光領域の周辺に形成されて前記第２電極の１つに電気的に接続された補助電極とを含み、
前記電気絶縁隔壁は、前記補助電極の間の前記絶縁層上に形成されることを特徴とする。
【００１０】
　また、上記有機ＥＬディスプレイパネルにおいて、第２電極と補助電極とは、発光領域
の縁の周辺で電気的に接続されることを特徴とする。
【００１１】
　また、上記有機ＥＬディスプレイパネルにおいて、補助電極は、Ｃｒ、Ａｌ、Ａｕ、Ｗ
、Ｃｕ、Ｎｉ、Ａｇから選択された材料により、絶縁層の上に形成されることを特徴とす
る。
【００１２】
　本発明の別の態様では、本発明に係る有機ディスプレイパネルは、複数の第１電極と複
数の第２電極とが交差する各位置に発光領域を有する有機ＥＬディスプレイパネルであっ
て、複数の発光領域を有する基板と、前記基板の前記発光領域以外の領域に形成された絶
縁層と、前記基板の発光領域上の第１電極と、前記第１電極の一側面に電気的に接続され
た第１補助電極と、前記第１電極上の有機発光層と、前記有機発光層上の第２電極と、隣
接する前記第２電極の間に形成されて前記第２電極同士を電気的に絶縁する電気絶縁隔壁
と、前記電気絶縁隔壁の間であって、かつ、前記発光領域の周辺に形成されて前記第２電
極の１つに電気的に接続された第２補助電極と、を含み、前記電気絶縁隔壁は、前記第２
補助電極の間の前記絶縁層上に形成されることを特徴とする。
【００１３】
　本発明のさらに別の態様では、複数の第１電極と複数の第２電極とが交差する各位置に
発光領域を有する有機ＥＬディスプレイパネルの本発明に係る製造方法は、透明基板上に
所定の間隔を有する複数の第１電極を形成する工程と、発光領域以外の領域に絶縁層を形
成する工程と、絶縁層上に第２補助電極を形成する工程と、前記絶縁層上の隣接する発光
領域の間に第１電極に直交する方向に電気絶縁隔壁を形成する工程と、シャドーマスクを
用いて各発光領域に有機発光層を形成する工程と、有機発光層を含む全面に電極材料を蒸
着して第２補助電極に電気的に接続された複数の第２電極を形成する工程と、第２電極を
含む全面に保護膜を形成する工程とを含むことを特徴とする。
                                                                                
【００１４】
　また、上記有機ＥＬディスプレイパネルの製造方法において、第１電極を形成する工程
は、さらに、第１電極の側面に電気的に接続された第１補助電極を形成するステップを含
むことを特徴とする。
【００１５】
　また、上記有機ＥＬディスプレイパネルの製造方法において、第２補助電極は、発光領
域の縁の周辺に突出部を有して形成され、それによって第２電極に電気的に接続されるこ
とを特徴とする。
【００１６】
　本発明の他の目的、特徴及び利点は、添付の図面を参照した実施形態の詳細な説明を通
じて明白になるであろう。
【発明の効果】
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【００１７】
　このように、本発明によれば、第２補助電極を形成して第２電極(陰極)の抵抗を低減す
ることができるため、有機ＥＬディスプレイパネルの効率が向上する。また、有機ＥＬデ
ィスプレイパネルの駆動電力を低減することができるため、電力の浪費が低減する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１８】
　以下、本発明の好ましい一実施形態における構成及び作用を添付の図面を参照しながら
説明する。図１Ａ～図１Ｇは、本実施形態における有機ＥＬディスプレイパネルの製造工
程を示す斜視図であり、図２Ａ～図２Ｇは、本実施形態における有機ＥＬディスプレイパ
ネルの製造工程を示す平面図である。
【００１９】
　まず、図１Ａ及び図２Ａに示すように、透明基板１０上に透明材料からなる第１電極１
１及び第２電極のパッド１１－２を形成する。
【００２０】
　次いで、図１Ｂ及び図２Ｂに示すように、第１電極１１の抵抗を低減するために、第１
電極１１の縁に一部が重なるように第１補助電極１１－１を形成する。ここで、第１補助
電極１１－１の材料としては、第１電極１１の材料であるＩＴＯよりも抵抗の小さい金属
を使用すれば良く、例えば、Ｃｒ、Ａｌ、Ｃｕ、Ｗ、Ａｕ、Ｎｉ、Ａｇなどがある。
【００２１】
　そして、図１Ｃ及び図２Ｃに示すように、発光領域以外の領域に絶縁層１２を形成する
。ここで、絶縁層１２の材料は、無機物、有機物を問わず、絶縁体であれば良い。
【００２２】
　次に、図１Ｄ及び図２Ｄに示すように、絶縁層１２上に第２補助電極１３を形成する。
ここで、第２補助電極１３は発光領域の縁の周辺に突出部１３－１を有し、それによって
第２電極に電気的に接続される。第２電極に接続される第２補助電極１３の材料としては
、例えば、Ｃｒ、Ａｌ、Ｃｕ、Ｗ、Ａｕ、Ｎｉ、Ａｇのような、第２電極よりも抵抗の小
さい金属を使用すれば良い。
【００２３】
　次いで、図１Ｅ及び図２Ｅに示すように、隣接する発光領域の間に第１電極１１に直交
する方向にバッファ層(図示せず)を形成し、各バッファ層の上に電気絶縁隔壁１４を形成
する。
【００２４】
　そして、図１Ｆ及び図２Ｆに示すように、複数のビアホール１５－１を有するシャドー
マスク１５を用いて各発光領域に有機発光層１６を形成する。ここで、シャドーマスク１
５のビアホール１５－１の形状は、発光領域の形状に一致するものである。
【００２５】
　以後、図１Ｇ及び図２Ｇに示すように、有機発光層１６を含む全面に電極材料を蒸着し
て、第２補助電極１３に電気的に接続された複数の第２電極１７を形成する。
【００２６】
　そして、図示は省略するが、第２電極１７を含む全面に保護膜を形成し、封入を実施し
て有機ＥＬディスプレイパネルを完成する。ここで、第１電極は陽極であり、第２電極は
陰極である。
【００２７】
　図３（ａ）は、図２ＧのI－I' 線による断面図であり、図３（ｂ）は、図２ＧのII－II
' 線による断面図である。図３（ａ）及び図３（ｂ）に示すように、本発明に係る有機Ｅ
Ｌディスプレイパネルは、複数の第１電極１１と複数の第２電極１７とが交差する各位置
に発光領域を有する。そして、電気絶縁隔壁１４は、隣接する発光領域の間に形成された
バッファ層１８の上に形成され、第２電極１７同士を電気的に絶縁する。また、第２補助
電極１３が各発光領域の周辺に形成され、第２電極１７に電気的に接続される。第２電極
１７は、第２補助電極１３の突出部１３－１に電気的に接続される。
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【００２８】
　以上説明した内容を通じて、当業者であれば本発明の技術的思想の範囲内で多様な変更
及び修訂が可能である。従って、本発明の技術的範囲は、実施形態に記載された内容に限
定されず、特許請求の範囲により決められるべきである。
【図面の簡単な説明】
【００２９】
【図１Ａ】本発明の好ましい一実施形態における、有機ＥＬディスプレイパネルの製造方
法の一工程を示す斜視図である。
【図１Ｂ】本発明の好ましい一実施形態における、有機ＥＬディスプレイパネルの製造方
法の一工程を示す斜視図である。
【図１Ｃ】本発明の好ましい一実施形態における、有機ＥＬディスプレイパネルの製造方
法の一工程を示す斜視図である。
【図１Ｄ】本発明の好ましい一実施形態における、有機ＥＬディスプレイパネルの製造方
法の一工程を示す斜視図である。
【図１Ｅ】本発明の好ましい一実施形態における、有機ＥＬディスプレイパネルの製造方
法の一工程を示す斜視図である。
【図１Ｆ】本発明の好ましい一実施形態における、有機ＥＬディスプレイパネルの製造方
法の一工程を示す斜視図である。
【図１Ｇ】本発明の好ましい一実施形態における、有機ＥＬディスプレイパネルの製造方
法の一工程を示す斜視図である。
【図２Ａ】本発明の好ましい一実施形態における、有機ＥＬディスプレイパネルの製造方
法の一工程を示す平面図である。
【図２Ｂ】本発明の好ましい一実施形態における、有機ＥＬディスプレイパネルの製造方
法の一工程を示す平面図である。
【図２Ｃ】本発明の好ましい一実施形態における、有機ＥＬディスプレイパネルの製造方
法の一工程を示す平面図である。
【図２Ｄ】本発明の好ましい一実施形態における、有機ＥＬディスプレイパネルの製造方
法の一工程を示す平面図である。
【図２Ｅ】本発明の好ましい一実施形態における、有機ＥＬディスプレイパネルの製造方
法の一工程を示す平面図である。
【図２Ｆ】本発明の好ましい一実施形態における、有機ＥＬディスプレイパネルの製造方
法の一工程を示す平面図である。
【図２Ｇ】本発明の好ましい一実施形態における、有機ＥＬディスプレイパネルの製造方
法の一工程を示す平面図である。
【図３】（ａ）は図２ＧのI－I' 線による断面図であり、（ｂ）は図２ＧのII－II' 線に
よる断面図である。
【図４】一般的な有機ＥＬディスプレイパネルの製造工程を示す断面図である。
【図５】図４に示す製造工程で使用されるシャドーマスクを示す平面図である。
【符号の説明】
【００３０】
　１０　　　透明基板
　１１　　　第１電極
　１１－１　第１補助電極
　１１－２　第２電極のパッド
　１２　　　絶縁層
　１３　　　第２補助電極
　１３－１　突出部
　１４　　　電気絶縁隔壁
　１５　　　シャドーマスク
　１５－１　ビアホール
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　１６　　　有機発光層
　１７　　　第２電極
　１８　　　バッファ層

                                                                                

【図１Ａ】

【図１Ｂ】

【図１Ｃ】

【図１Ｄ】
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